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人類とウランの出会い

ちょうど 50年前 (1938年 12月 22日 )、

地 Lで最も重い金属のウランが核分裂して大

きなエネルギーを出すことが発見された。 ド
イツの学者が国際物理学会誌にそれを発表 し

たとき、連合国側は爆弾をつくるのではない

かと色めきたったゎけだが、その3カ 月後、

今度はアメリカの学者が、核分裂のさい発生

する中性子のうち、ほんの少 しは、その瞬間で

なく 1秒ほど遅れて出てくることを発見する

(こ れを遅発中性子と呼ぶ)。 もしウランにこ

の性質がなかったならば、ゥランの核分裂連

鎖反応は爆弾にしか使えなかったはずである.

ウランは地球にとっても人類にとっても、

まことに運命的な存在だ。地球の誕生は約

45億年前といわれるが、ゥランの生成は 65

億年甫t。 それが地球の表面にあるということ

は、地球ができ上ってから何億年も経った後、

おムスピのゴマ塩のように、千宙の彼方から

振りかけられたものに違いない。

そういうわけで、ゥランは地球上でもわり

に多い元素である。地殻 (マ グマの 11の 1吏い
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部分)全体では金の 500倍、銀 。水銀の 25

倍、鋼の 30分の 1ほ どぁるが、地表に近い

ところではもっと多い。ゎれわれ人間が自然

界から受けている放射線のうち、 (屋外でも)

ほぼその半分は地中のウランに由来するもの

だ。とすると、現在極度に進化した人類がこ

こに存在するという事実とウランとの間の因

縁はどうなのだろうか。自分のことほどゎか

りにくいことはない、のたとえ通り、その解

明にはまだまだ時間がかかりそうである。

ところで、核分裂の発見からまだ 50年の

今日、われわれはすでに世界の全電力の 6分

の 1を原子力で供給 しているといえば、ぃさ

さか鼻が高 くなるところだが、自然は一―

「神は」といぃたくもなるが一― さすがに、

もっと大きな知恵とロマンをもっていた。 10

年ほど前発見されたことだが、約 20億年前、

アフリカのある地域で少なくとも5個の天然

原子炉が、それぞれ 50万年 くらい作動 して

いたという証拠が見つかってぃる。詳細は割

愛するが、そこにはわれわれが原子炉の後始

末 (放射性廃棄物など)をする llでの貴市な

知1見などがιlllに 残されているのである。
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地球は、高度な文明をもち、しかし大浪費

屋の人間がはびこることを予見してか、―
一方

で数億年前から森林材を地熱で蒸し焼きにし

て化石燃料をつくり、他方、ヒントとサンプ

ル付きのウランを宇宙から取り寄せて置いて

いた。一部の経済活動がピークに近づき、こ

の勢いではまもなく貴重な炭素資源でもある

化石燃料を使い果たしそうになったとき、人

類はウランの I可能性に気付き、その利り||に と

りかかった。今はその人「]にいるのである。

2.世界 。日本の現状と課題

現在、世界の原子力発電国は 26、 合計 410

基 3億 1,500万 kw、 その発電量を石油に換

算すると約 4億 t、 OPEC最大の産油国サウ

ジアラビアの年 |‖ l産油≒iの ほぼ 2倍 になる。

1973年第 1次石油危機以降の各国の努力に

よって、最近の石油のだぶつき、値下がりを

招いたが、エネルギー而では原子力と石炭が

大きな役害」を果たしている。

わが国でもlolじ く今日まで、石油依存度を

77%か ら55%に 20%余下げることに成功

し、天然ガス・ιI子力がそれぞれ 9%増 と

なっている。原子力は現在 35基 2,788万 kW、

総発電量の約 30%を まかなっているが、こ

の発tEttに lliめ る原子力比率では日本は世界

で 11位、 トップはフランスの 698%、 次い

でベルギー 66.1%、 韓国 531%、 台湾 48.6%、

スゥェーデ ン 454%、 ハ ンガ リー 392%

等々という状況である。

経済性では、かつて火力に大きく水を開け

ていた原子力発電も、最近の石油価格の著し

い低落と円高のため、供用期間中の平均発電

コストでようやく優位を保つくらいになって

いる。石油価格の低位安定がいつまで続くか
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予断を許さないが、その経済性は当面の原子

力発電の開発速度にある程度、影響を与える

1つ の要素であろう。

わが国の原子力発電の実績が、建設期間、

その品質、故障率など、どれをとっても世界

の最高水準にあることは周知の通りであり、

ここ数年度々の国際会議等の場で、「なぜそ

んなによいのか。統計のとり方にあやしい点

はないのか」と議論され、調査も受けてきた。

その結論は、当然といえばその通りだが、

経営、機器の
ilM造・保守、運転等々の而iにお

いて、すべてきめ細かく質が高いということ

に尽きる。 しかし今後の課題はその水準をい

かに維持、発展させるかにあり、それにはゆ

め自信過剰に陥らないよう注意しながら、諸

外国の トラブルに眼を光らせ、また意欲ある

人材を確保しつづけることが肝要であろう。

3.脱原子カーーうわさと真相

とくにチェルノブイリ事故以降、欧米のい

くつかの国で原子力計画が停滞しており、こ

れを根拠に日本も脱原子力の方向に転換す
べ

しとする論議が勢いを強めている。

確かにソ連事故の影響で、各国とも世論に

は厳しいものがあるが、それぞれの国情に応

じ、政策の方向はそれほど単純ではない。た

とえば、同事故の前から「2010年までに原

則廃止」を決めていたスウェーデンにおいて

も、最近その最初の 2基の廃止手順を定めた

法律が制定されたりしているものの、その前

提となる代替電源はまだまだ議論の最中であ

る。同国の原子力発電所の運転実績が優秀で

あること、化石燃料による発電の環境影響と

の比較、ソ連への過度な依存の是否、といっ

たことが論点となっている。



表 2

かねて同国は省ェネ対策の 1っ として、条
Jllに より屋内の換気を低く押さぇることで電
力の節約を図ってきたが、そのため屋内での
自然放射線が屋外の数倍になってぃる家屋が
多くなり、専門家は条例を改正して換気率を
高めるよぅ主張してぃる。そぅすれば電力消
費は相当の1曽加となるわけで、無理に原子ヵ
を止めょぅとすれば、糸吉局ソ連からの (原子
力にょる)電力の輸入を増やすとか、‖

`屋

の
中で高い自然放射線に甘んずるかとぃぅ奇妙な糸吉果になるかもしれない。
フランスはすでに電力の 7制が原子力で、
電力輸出も昨年 30o億 kwhにのぼってぃる。
輸入側のィタリァは、そのおかげで昨年 11
月、原子力を火力より優遇する法律の廃止が
できたゎけで、事実、今ィタリアで最も安い電
力はフランスからの輸入電力となってぃる。
それでも足りず、ハンガリーからの(同 じくヵ;(
子力にょる)電力輸入の交渉が始まってぃる。アメリカの原子力発電所のキャンセルが累

原子力発電関係の住民投票の結果
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計で loOり,tを 1/1ぇ たことで、ァメリカも脱原
子力が必舌,かのよぅに伝えられてぃるが、こ
れも話

`ま

全く逆とt、ぇる。表 1に みるよぅに、キャンセルされてきたのは実は原子力た
`ナ

で
はなく、 rl肩 l危機以降、昨年までで、火力が90基、原 rヵか 108基、最近の 5年では火
力が 30基、原 Fヵは 17基 と火力のほぅが多いoキ ャンセルのft因は言うまでもなく需要
低迷による設備余剰のためで、原子力に関係する電気 `|「 業者はこの||り、許認可手続き等の
混乱や高い金illで

「
痛ぃ|「撃を受けてきたこ

とを考えると、この表はむしろ原子力健闘の
図とぃぅことヵゞできょぅ。
またァメリカで反原子力の有i民投票が相次いできたことは、その都度大きく報道されて
きたが、その結果を整.rIFし てみると、表 2の
通り14勝 0敗ですべて原子力推進の勝利に
終わってぃるのでぁる。なおァメリカでもス
リーマイル島 (TMI)事故で一時世論の支
持が低 卜してぃたが、最近では運転実績の向
上や電力需要の回復で原子力への支持が li昇
し、各種世論調査の結果は一致して、原子プノ
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言うまでもなく各国の原子ヵ政策に深刻な
影響を与ぇてぃるのは、米ンの2人事故とく
にチェルノブィリ事故でぁるが、「 では日本
は大丈大か」とぃぅのが_般のt/J実な疑間で
あろぅ。前述のょぅな日本の優秀な実績ゃ脚
係者のしんしな努力をぃくら説明しても、最
近ひときゎ大きく報道される (さ さぃな)故障の記事ゃ跡を絶たなぃ輸入食品の α数量
の)放射能の報道を背景に、「正月は今年が最後」とぃったァジ_テ _夕 _の

言葉を聞け
ばヽ主婦層11に 不安が広がろぅとしてぃるの
も、ゅぇなことしなぃ̂

葛  ナ:｀
ずれにしても、原子ヵの事故ゃ安全に関
1説
明ゃ関係者のィテ動の中には、このょぅ

最   な御」面が少なくなぃょぅでぁる。これは_体
女   何を意味するのでぁろぅか。ユ    少なくとも日本に関する限り、関係者は文
'  
字通り安全を最優先に、念には念を入れ、外国
で事故がぁれば「 r.7か教訓|は」と研さんに励ん
でいるし、今後もそぅし続けることに1誨違ぃ
なぃと′思ぅ。しかし、その論I17と ィテ動は、普通
の人の鮮11識とはかぃ離しゃすく、誤解も生み
やすい0それは普通の人の知lll水準ゃ技術の難解さとは無脚係でぁると私には′思ゎれる。原子/7は まだ 5o年、人類が火と付き合っ
た Iθθ,T4Fと

直靴 較はできなぃにしても、
やはり短ぃ年数でぁる。原子ヵの論理とiテ動
様式が年輪を重ねて洗練され成熟し、関係者
と大衆とが_体となった 収 明」を形成する
には、まだぃくばくかの年月が必要なのでぁ
ろぅ。
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